科目名称：工学倫理
モジュール名称：モジュール11： 技術者の倫理的行動を支援するシステム
一覧表

	キーワード
	解　説

	内部告発
(whistlebrowing)
	ある組織（特に企業）の内部にいて、事故の危険性や不祥事の存在について知った者がそれを明るみに出す行為。同じ組織内の上層部への通報を内々告発、新聞や当局などへの通報を内外告発とよんで区別する場合もある。

	告発者の保護
	イギリスには公益開示法がある。1996年雇用権利法に内部告発者保護規定を加えるという形で1998年に法制化された。この法律の核心は、条件を満たした適切な内部告発をした労働者には不当な扱いをされない権利があるということを文章にしてはっきりと保障している、という点にある。さらに、この法律に反するような契約は無効化する、ということまで書かれている。もちろん、不当な処分をされた内部告発者は雇用審判所に異議申し立てをして、元の職場に戻ること、転職を手伝ってもらうこと、補償金を払ってもらうことなどを要求することができる。

日本では、「公益通報者保護法案」が2004年3月に通常国会に提出された。国民生活審議会の提言を受け、昨春以来、内閣府が作業を進めてきたもので、その目的はもちろん、企業などの不正行為を告発した従業員らを守ることにある。 実効ある制度実現には何が必要か、政府案の修正も含め、虚心坦懐に審議を進めていくことが大切だ。

	公益開示法(Public Interest Disclosure Act)
	公益のために内部告発を行う人を保護する目的で、1998年にイギリスで制定された法律。

	企業秘密
	製品の製法など、他の企業に知られることでその企業にとって経営上の大きな不利益になるような情報のこと。知的所有権の一種として保護される。

	コンプライアンス（法令遵守）
(compliance)
	単に利潤を追求するのではなく、環境規制などの法令に積極的に反応していく経営のありかた。企業の社会的責任の一つのモデルとされる。

	倫理オフィス
	企業などで近年設けられるようになってきた倫理問題を扱う部局。企業内倫理教育や内部告発（内々告発）の窓口となる。内部告発の項も参照。

	ギルベイン・ゴールド
(Gilbane Gold)
	技術者の社会的責任について考えるための同名のビデオにおいて使われた架空の事例。ある若い技術者を例にとり、環境への配慮の問題や内部告発の問題などさまざまな問題をあつかっている。
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